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岡崎敬語調査の共同研究発表会 (岡崎市立図書館 交流プラザりぶら 2014/12/20)

東海地方の敬語の歴史と地理 
彦坂佳宣(立命館大学)

１．全国視野での尊敬語の形式

『方言文法全国地図』から

２．東海地方に焦点をあてて

2.1 江戸時代の名古屋の様子

2.2 今日の模様－彦坂の調査から

2.3 西三河地方の敬語の特色

３．岡崎敬語調査へのつながり

2
敬語は西高東低型
三河以東は都市部除き尊敬語形乏しい

彦坂(2014)「尊敬語補助動詞類の分布とその史的経緯」『論究日本文』100

１．全国視野での尊敬語－相手に言う(対者尊敬語)

昭和54～57年調査 生え抜き70才前後男性
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室町末～江戸後期の待遇段階 
１．全国視野を史的に見る

待遇段階

4

室町末～江戸後期の待遇段階 

東海地方の形式は…室町的なサシャル，
上方前期のアソバス・(ナサル)類，
上方後期の(ナハル・ハル)，オ行きル，(オーニナル)

１．全国視野を史的に見る

・サセラルル
→サシャル
東海－サッセル化

・オーニナル
教養層から発生

・オ行きル
京祇園遊里の発生

・ナサル→ナハル
→ヤハル→ハル
ナハル・ハルは
上方遊里から
庶民に広まる→敬意逓減の法則
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室町末のシャルの分布

近畿中央

緑だ円－－サッセル(シャルの方言形)

青だ円－－シャル１．全国視野

(九州北西～北陸・越後)

(時代的に古く，近畿から放射され今は周辺に分布)

6
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東海地方の尊敬語→低待遇－室町的形式
高待遇－上方近世的形式＋標準語

ハル／書きャース／オカキル

低待遇形式

サッセル

ナサル類／ラレル／ナサル類

高待遇形式

西から

オ書きニナル

－歴史的に新しい－歴史的に古い

シャル

近畿の室町末シャルの方言形サッセル，
上方近世語の「遊ばす｣→～キャース，オ書カキルなど

東海地方は，上方語の及ぶ東端。

ナサル類は東海地方に定着せず。日本海側に残り，近畿中央にナサル･･→ハル形

２．東海地方に焦点をあてて

(北部)

(東海側)

8

「非常に丁寧」
レベルとよく似る
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「非常に丁寧」
レベルと良く似る

10

２．東海地方に焦点…第三者を話題に「あの先生は…行くのか」

赤だ円－ナサル類

行かハル類

行きャース

行かッセル

オ行キル 行きマス

第三者を話題…
やや低い敬語形が出る。

 ・ハル(ナサルの変化)－近畿中央
・ヤース(「遊ばす」から)－名古屋付近
・サッセル(シャル類の変化)－濃尾
・オ行キル－三河地方

・東三河・遠州以東－尊敬語形乏しい
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2.1 近世後期名古屋の敬語形式

Aは洒落本のうち庶民が登場，
Bは遊里が主のもの。

Aの高頻度の
ナサ(レ)ル，サッセル，
サンス(シャル＋マスから)
が方言として主要だったか。
「オ＋一段式(オイキルなど)」
は，もう東部に移動した？

彦坂(1979)「洒落本類からみた近世後期尾張方言の待遇表現体系」国語学｣116

－三河地方への影響が想定される。

12

2.2 昭和50年代の模様－彦坂の隣地調査

岐阜県…ナサル／サナレル(ナサルに先行か？)

愛知県…西から 尾張イキャース類，西三河サッセル類，
東三河にかけオイデル・オイデマス，その東部はイク・イキマスなど敬語形乏しい。

彦坂(1991)「東海西部地方における尊敬語の分布と歴史」国語学166
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2.3 西三河地方の敬語の特色

● 近畿中央語が史的に伝播する東端

● 愛知県…西から

● (ナサル類…美濃以北の日本海側を主とし愛知県には定着せず)

● 「遊ばす」由来の～ャース 尾張地方

● サッセル (時にシャルも) 西三河

● オ＋一段式(オ行きル・オ書きルなど) 西・東三河，知多

● 特有の尊敬語形なし (動詞＋マスによる) 東三河・遠州以東

● 歴史的には，近畿の室町末～近世期の尊敬語が，古く室町末のものは末端側の
東部に，近世期のものは近畿寄りの西側にあるが，「オ＋一段式」などはこれに
外れる。ャース類も上方の高待遇がここでは変形し方言形となり低下気味。ナサ
ルは定着しなかった。ひとまず近畿方言の影響化にありながらやや特有の有り様
(方言模様)になっている。

14

３．岡崎敬語調査へのつながり
岡崎調査3次分の使用形式(辻による)から

岡崎市在住者
生え抜き＋新入者
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３．岡崎敬語調査へのつながり

辻(2012)より

→伝統方言の衰退面大

新しい地方的方言の伸張

全体的な共通語化
転入者の増加
地域の拡大(人口変化は少)

気付かれにくい方言
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３．岡崎敬語調査へのつながり

GAJ282「家に居ますか」非常に丁寧に 288「知っていますか」非常に丁寧に

～テオイデルカ

～テオイデマスカ

～テミエマスカ

～テミエルカ

～トイデマスカ

岡崎は両形
交錯地域

オイデル

オイデマス

両形四国にも多し

ミエマス
ミエル

オ＋一段式と同型

四国にもややあり

－気付かない方言面
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